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【
八
王
子
・
書
記
・
吉
田
誠
通

信
員
】
9
月
5
日
、
八
王
子
労
政

会
館
第
一
会
議
室
に
て
拡
大
執
行

委
員
会
兼
秋
の
拡
大
決
起
集
会
が

開
催
さ
れ
、
78
人
を
め
ざ
す
秋
の

拡
大
月
間
が
始
ま
り
ま
し
た
。
冒

頭
、
矢
吹
委
員
長
か
ら
、
春
の
拡

大
月
間
で
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ

っ
て
目
標
を
や
り
き
れ
な
か
っ
た

が
、
秋
は
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
や
り

切
り
た
い
と
い
う
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

各
分
会
か
ら
は
本
日
の
持
ち
寄

り
と
決
意
表
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

持
ち
寄
り
数
が
4
件
と
一
番
多
か

っ
た
第
3
分
会
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ

禍
で
訪
問
な
ど
は
制
限
さ
れ
、
以

前
の
よ
う
に
拡
大
行
動
は
出
来
な

い
部
分
は
あ
っ
た
が
、
今
ま
で
の

声
掛
け
の
成
果
が
実
り
、
ま
た
、

事
業
所
な
ど
の
力
も
借
り
、
成
果

を
築
く
こ
と
が
で
き
4
件
と
い
う

形
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
コ
ロ
ナ

禍
で
も
着
実
に
成
果
を
つ
か
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
教
訓
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他
分

会
か
ら
も
持
ち
寄
り
が
行
な
わ

れ
、
78
人
目
標
の
と
こ
ろ
15
人
の

成
果
で
秋
の
拡
大
は
ス
タ
ー
ト
を

切
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
中
野
・
書
記
・
上
山
将
之
通

信
員
】
8
月
20
日
、
中
野
支
部
会

館
で
区
政
報
告
会
を
開
催
。
支
部

四
役
、
常
任
執
行
委
員
な
ど
14
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
2
0
1
3
年

か
ら
、
8
回
目
を
迎
え
た
今
回
。

自
民
党
、
公
明
党
、
立
憲
民
主
党
、

共
産
党
、
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
か
ら

区
議
会
議
員
1
人
ず
つ
お
越
し
い

た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み

の
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

決
し
て
広
く
は
な
い
中
野
区
で

人
口
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
中

野
駅
周
辺
を
は
じ
め
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
事
業
が
進
ん
で
い
る
こ
と

な
ど
、区
民
に
直
接
関
わ
る
事
柄

に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
や
各
会
派

の
考
え
方
が
聞
け
た
、
よ
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
要
望

書
に
関
す
る
こ
と
で
は
、
公
契
約

条
例
に
つ
い
て
、
事
業
者
や
行
政

の
実
務
的
、
人
的
な
負
担
が
大
き

く
な
る
と
指
摘
。
東
京
土
建
が
こ

の
負
担
解
消
に
ど
の
よ
う
に
関
わ

れ
る
の
か
、
様
々
に
検
討
が
必
要

だ
と
の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

中
野
区
を
暮
ら
し
や
す
い
町

に
、
と
い
う
思
い
は
各
会
派
も
私

た
ち
も
共
通
で
す
が
、
立
場
や
目

線
に
よ
っ
て
意
見
が
分
か
れ
る
の

も
事
実
。
懸
念
を
ど
の
よ
う
に
解

消
し
て
い
く
の
か
、
今
後
も
意
見

を
交
わ
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

【
目
黒
・
書
記
・
堀
田
祐
子
通

信
員
】
9
月
6
日
、
目
黒
支
部
で

秋
の
活
動
者
会
議
を
3
分
会
ず
つ

3
回
開
催
し
、
の
べ
49
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
本
部
小
番
徹
書
記
長

の
講
演
後
、
3
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
（
新
し
い

会
議
の
討
論
の
や
り
方
）を
開
催
。

テ
ー
マ
は
コ
ロ
ナ
禍
で
で
き
る
こ

と
で
き
な
い
こ
と
。
メ
ン
バ
ー
を

入
れ
替
え
3
回
行
な
い
、
模
造
紙

に
書
き
込
み
ま
し
た
。

夜
間
、
住
区
セ
ン
タ
ー
が
使
え

な
い
と
い
う
悩
み
に
学
芸
大
分
会

は
日
曜
日
の
昼
間
に
会
議
を
持
ち

滞
納
が
減
っ
た
、
住
宅
デ
ー
が
で

き
ず
学
校
と
の
つ
な
が
り
を
続
け

た
い
と
キ
ッ
ト
を
配
り
作
り
方
を

動
画
に
し
て
木
工
教
室
を
し
て
は

な
ど
前
向
き
な
意
見
や
、
持
続
化

給
付
金
で
本
当
に
助
か
っ
た
と
い

う
声
を
も
っ
と
広
げ
る
た
め
に
も

拡
大
行
動
に
踏
み
出
そ
う
と
い
う

決
意
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

勝
間
田
康
之
組
織
部
長
か
ら
行

動
提
起
、
加
入
書
が
全
分
会
か
ら

34
人
分
寄
せ
ら
れ
、
目
黒
桜
と
み

ど
り
分
会
は
月
間
目
標
8
を
達
成

し
「
倍
拡
大
」
を
誓
い
ま
し
た
。

【
江
戸
川
・
書
記
・
中
村
安
彦

通
信
員
】
江
戸
川
支
部
で
は
、
9

月
6
日
午
後
1
時
か
ら
、
支
部
会

館
で
支
部
役
員
研
修
を
開
催
し
、

全
体
で
74
人
の
参
加
で
し
た
。

ま
ず
、
学
習
と
し
て
、
2
つ
の

講
演「
国
保
組
合
の
収
支
と
運
動

課
題（
講
師
：
木
村
国
保
組
合
常

務
理
事
）」と
「
持
続
化
給
付
金
の

相
談
状
況
と
拡
大
運
動
（
講
師
：

池
田
書
記
次
長
）
」
の
2
つ
を
聞

き
、そ
の
後
、釜
谷
書
記
長
の
秋
の

拡
大
に
向
け
て
の
報
告
と
各
分
会

参
加
者
か
ら
の
決
意
表
明
。
各
分

会
か
ら
は
、
「
春
に
思
っ
た
よ
う

に
動
け
な
か
っ
た
分
、
秋
は
感
染

防
止
対
策
を
万
全
に
し
た
う
え
で

『
困
っ
た
と
き
は
組
合
へ
』
の
呼

び
か
け
を
広
め
て
い
き
た
い
」
と

の
決
意
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

予
約
制
で
、
コ
ロ
ナ
関
連
給
付

金
や
土
建
国
保
料
免
除
等
の
相
談

を
行
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
相

談
会
が
拡
大
運
動
を
底
上
げ
し
て

い
る
の
が
今
年
の
特
徴
で
す
。
通

例
の
相
談
業
務
（
労
災
保
険
・
厚

生
年
金
・
法
人
設
立
・
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

な
ど
）
を
あ
わ
せ
て
、
よ
り
多
く

の
組
合
員
の
声
を
聴
き
取
り
、
組

織
実
増
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

8
月
28
日
神
奈
川
2
陣
高
裁
判

決
、
9
月
4
日
東
京
2
陣
地
裁
判

決
を
受
け
、
首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
訴
訟
統
一
本
部
で
は
、
上
告

・
控
訴
期
限
の
9
月
18
日
ま
で
の

3
週
間
を
連
日
行
動
と
位
置
づ

け
、
省
庁
交
渉
、
国
会
議
員
要
請
、

被
告
企
業
交
渉
、
最
高
裁
宣
伝
要

請
を
行
な
い
ま
し
た
。

9
月
3
日
は
、
議
員
要
請
行
動

と
官
邸
前
行
動
。
午
前
中
、
国
会

議
員
会
館
内
で
原
告
、
支
援
組
合

の
仲
間
約
1
0
0
人
は
16
班
に
分

か
れ
て
議
員
控
室
を
訪
ね
、
「
補

償
基
金
創
設
に
政
治
の
力
を
」
と

訴
え
ま
し
た
。

午
後
2
時
か
ら
、
首
相
官
邸
に

向
け
次
々
と
訴
え
を
行
な
い
ま
し

た
。
神
奈
川
の
西
村
弁
護
団
長
は

「
神
奈
川
選
出
の
方
が
次
期
総
理

に
有
力
な
よ
う
だ
が
、
ま
ず
初
仕

事
と
し
て
こ
の
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

の
事
件
に
対
し
補
償
基
金
制
度
の

創
設
を
含
む
解
決
を
決
断
す
べ
き

だ
」と
述
べ
、東
京
3
陣
遺
族
原
告

の
勝
田
さ
ん
は「
国
と
製
造
企
業

は
建
設
労
働
者
の
仲
間
と
父
の
命

さ
え
も
奪
っ
た
事
実
を
認
め
て
、

全
面
解
決
に
向
け
て
動
い
て
も
ら

い
た
い
で
す
」と
訴
え
ま
し
た
。

【
調
布
支
部
発
】
調
布
支
部

の
元
執
行
委
員
長
で
、
本
部
中

央
執
行
委
員
を
歴
任
し
た
片
平

正
夫
さ
ん
が
8
月
9
日
に
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
享
年
81
歳
で
し

た
。

片
平
さ
ん
は
1
9
7
3
年
に

三
鷹
支
部
に
組
合
加
入
し
、
1

9
7
7
年
、調
布
支
部
へ
転
入
。

以
来
、
組
合
の
活
動
を
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
1
9
9
8
年
か
ら

は
書
記
次
長
、
書
記
長
、
委
員

長
と
約
20
年
に
わ
た
り
支
部
執

行
部
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

日
頃
は
温
厚
で
陽
気
な
方
で

し
た
が
、
組
合
や
地
域
で
の
共

闘
で
は
先
頭
に
立
ち
、
熱
き
活

動
家
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
組
合
内
の
軋
轢
に

も
辛
抱
し
事
を
収
め
、
忍
耐
の

人
で
も
あ
り
、
今
日
の
調
布
支

部
を
築
い
て
き
た
真
の
功
労
者

と
言
え
ま
す
。

葬
儀
は
ご
遺
族
の
意
向
で
家

族
葬
と
な
り
仲
間
で
の
見
送
り

は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
心

よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

【
多
摩
・
稲
城

・
書
記
・
永
田
厚

生
通
信
員
】
多
摩

・
稲
城
支
部
は
8

月
30
日
、
京
王
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
多
摩

に
て
活
動
者
会
議

を
開
催
し
、
総
勢

59
人
が
会
場
に
集
ま
り
ま
し
た
。

冒
頭
、
櫻
井
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
き
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
仲
間
と
家

族
を
守
り

仲
間
を
増
や
す

今

こ
そ
組
合
の
出
番
」
の
上
映
、
本

部
小
番
書
記
長
よ
り
「
組
合
の
役

割
と
秋
の
大
運
動
の
発
展
に
向
け

て
」
に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
仲
間
を
守
る

た
め
に
も
月
間
成
功
が
大
切
だ
と

思
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
当
日
は
9
人
の
持
ち
寄

り
成
果
が
あ
り
、
秋
の
拡
大
月
間

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
頼
れ
る

組
合
と
い
う
認
識
を
未
加
入
者
ま

で
広
げ
て
拡
大
運
動
を
成
功
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

求

人
コ
ロ
ナ
禍
で
も
着
実
に

八王子

今
日
の
支
部
築
く

調布

７８
人
め
ざ
し
持
ち
寄
り
１５
人

片
平
元
委
員
長
が
逝
去

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
を
開
催

片平さん

4つの加入書をわしづかみ。目は笑ってます、
第3分会の瀬沼分会長

目黒

早
速
２
分
会
が
達
成

スローガンを掲げる左から
みどり分会の竹内定雄さ
ん、勝間田支部組織部長、
佐藤忍委員長

相
談
会
で
底
上
げ

江戸川

国
保
と
給
付
金
を
学
習

９人成果でＧＯ
多摩・稲城

仲
間
は
待
っ
て
い
る
東
京
土
建
を
大
き
く

仲
間
は
待
っ
て
い
る
東
京
土
建
を
大
き
く

区議の皆さんと。右から3人目が阿部中野支部
委員長

まちづくり、公契約条例も
区政報告会８回目

アスベスト

国
会
議
員
に
首
相
に

３
週
間
連
続
行
動
を
実
行官邸前でプラカードを掲げる

行動参加者

中
野


